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[出典]河北新報 ONLINE NEWS 

https://kahoku.news/articles/20210929khn000009.html
△現地写真



参考資料：SIP（内閣府）：全体構成、防災分野 研究開発課題
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参考資料：SIP(内閣府）防災分野 > 開発したアプリケーション
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（例）浸水状況を
撮影・報告

△PC画面

（例）緊急点検の
状況報告

管理者

係員

タスク割当

報告

: 移動履歴

タスク履歴・管理

地震発生時

水害発生時

 PCとスマートフォン上で操作するアプリにより、
管理者と係員のタスク割当、状況報告を効率化(最適化)します。

 移動履歴やタスク履歴の管理、作業状況の可視化を支援します。
複数の作業地点を効率的に巡回する方法を提示します。

 災害時だけでなく、日常時にも適用可能。

: 作業地点 日常時：巡回作業

s4. センシングデータ解析、 s5. 研究開発

災害時：巡回点検



参考資料：SIP(内閣府）防災分野 > 川崎アゼリアでの実証実験
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●実証実験
の関係者

（敬称略）

----------------------
・川崎市
・川崎アゼリア
・日建設計シビル
・東京工業大学
・ベクトル総研
・SIP関係者
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参考資料：アイキャスト

※関連実績：
内閣府・SIP

※某ホテルで適用
※日常業務と災害時
対応の兼用アプリと
して開発

個人作業ログデータ
・歩行速度が遅い／作業時間が長い等

行動履歴を利用したＡＩ機能
①個人行動の改善（防災訓練マニュアルの見直し）

→ 作業効率化の目安・目標を提示
②マッチングの改善（担当者の能力[移動速度・作業時間]を反映）

→ 継続使用により個人能力を自動学習し、作業効率を最適化

作業終了が遅い 作業の早い巡回者が担当

移動距離や優先度等を考慮して、

人と作業をタスクマッチング

アプリケーション
構成

インター
フェイス

AI機能


